
 

 

 

 

 

   
 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

人口減少・少子高齢化に伴い、世界に類を見ないスピードで労働力が減少していく日本。限られた労働力で

安心・安全な社会を構築していくために、ＡＩ（人工知能）技術の活用は不可欠です。 

本セミナーでは、画像処理の技術、ＡＩ技術で世界をリードする米国ＮＶＩＤＩＡ社の日本法人、エヌビデ

ィア合同会社の方を講師にお迎えして、ディープラーニング（機械学習）の基礎的な内容から技術の展開事例

まで幅広くご紹介いただきます。さらに、ＡＩ技術を取り入れた製品の開発を行っている株式会社システム計

画研究所及び株式会社マクニカの方に、ＡＩ技術導入の具体的な事例・デモをご紹介いただきます。本セミナ

ーでは“安心・安全な社会の構築”をメインテーマに据えて、インフラメンテナンス・防犯・防災などの危機

管理分野の内容を充実させております。危機管理分野のビジネスに関わる方、ＡＩ技術に興味をお持ちの方は、

ディープラーニング及びＡＩ（人工知能）の基礎知識習得の機会としてぜひご活用ください！ 

 

 

◆開 催 日 時   平成２８年12月 9日（金） 

１3：3０～16：3０（受付１3：0０～） 

◆対 象 者    都内に事業所を有するものづくり中小企業など 

          （ＡＩ技術に興味をお持ちの方）※コンサルタントの方はご遠慮ください。 

◆受 講 料     無料 

◆会   場     （公財）東京都中小企業振興公社 多摩支社 ２階大会議室 

                  東京都昭島市東町3-6-1 産業サポートスクエア・TAMA 

◆募集人数       100名（先着順） 定員になり次第、受付は終了となります。  

◆申込方法       公社ホームページまたはＦＡＸにてお申し込みください。 

◆講演内容   ①講師：エヌビディア合同会社 ディープラーニング部 部長 井﨑武士氏 

・ディープラーニングとは何か 

・ディープラーニングで何ができるのか 

・ディープラーニングのためのプラットフォームと開発ツール 

・技術の展開事例、具体的な導入事例 

②講師：株式会社 システム計画研究所 

事業本部 第２事業セグメント  AI エンジニア 平河 怜氏  

・ディープラーニングの取り組み方 

③デモ（説明付）：株式会社マクニカ クラビスカンパニー  

ソリューション統括部 NV推進部 主任技師 古瀬 勉氏 

参加 

無料 

ＡＩ技術の壁を破る 



 

会場案内図 

 

 

 

 
平成 28 年 12 月 9 日（金）開催 ◆ディープラーニングセミナー◆ 

 

  

 

 

 

 

（フリガナ）

企業名

所在地 代表者名

業種 事業内容

成長産業
分野に
ついて

（フリガナ） 所属・役職

参加者氏名①

（フリガナ） 所属・役職

参加者氏名②

（フリガナ） 所属・役職

参加者氏名③

連絡先

資本金

〒

万円

右記の成長産業分野に携わっている、
もしくは参入を検討している場合は○をつけてください

　１.危機管理・インフラメンテナンス
　２.健康・福祉
　３.環境・省エネ　　　４.その他（　　　　　　　　　　）

　ＴＥＬ 　ＦＡＸ

　以下の業種の中から1つお選びください。
　１.建設業　　　　　　　　　　　 ２.製造業
　３.卸売業、小売業  　　　　　４.情報通信業
　５.サービス業　　　　　　　　　６.その他（　　　　　　　　　　　　）

人

Ｅ-ｍａｉｌ

Ｅ-ｍａｉｌ

Ｅ-ｍａｉｌ

従業員数

JR 青梅線「西立川駅」徒歩 7 分 

参 加 申 込 書 FAX：042-500-3915 

※必要事項をご記入の上、切り取らずＡ４サイズのままお送りください。尚、お申込みは当公社ホームページ （アスプラザで検索） 

URL: http://www.tokyo-kosha.or.jp/topics/1610/0017.html でも受付けています。 

問合せ先： 公益財団法人 東京都中小企業振興公社  多摩支社  望月・宮本 

      〒196-0033 東京都昭島市東町 3-6-1 TEL 042-500-3901   FAX 042-500-3915 

＊申込情報は当該事業の事務連絡、運営管理、組織内情報として使用いたします。個人情報は「個人情報保護に関する要綱」に基づき管理

しています。当要綱は、弊社ホームページより閲覧及びダウンロードすることができますので必要に応じてご参照ください。 

http://www.tokyo-kosha.or.jp/topics/1610/0017.html

